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１ 県内初、広葉樹製材ＪＡＳ認証取得!!  

 7月 31日付けで一般社団法人全国木材検査・研究協会理事長山田壽

夫から㈱アイタ工業社長相田吉則に対し、本県初の広葉樹製材の認証

が届いた。全国でも岩手県と広島県の業者に続く、3例目となる。ＪＡ

Ｓ（製材の日本農林規格）の広葉樹製材の定義は、「製材のうち、広葉

樹を材料とするものをいう。」と規定され、寸法や材面の品質、曲がり、

欠点（節、虫穴、変色、腐朽）等の程度によって判定し、等級を決定す

ることになる。今後、広葉樹無垢材フローリングや壁板等の販路拡大

につなげていくことや県の「広葉樹利用拡大プロジェクト事業」と連

携し山形県産広葉樹材のＰＲを全国に広めていくことにしている。 

２ 素材生産部会役員会開催!! 

 8月 4日山葵屋会議室（新庄市）にて令和 2年度素材

生産部会役員会を開催した。佐藤部会長以下 9名が出席

し、コロナ禍の素材生産の課題やその対策について意見

交換した。業界の現状について、合板工場の 3割減産や

集成材工場の受入量半減等の影響を専務が説明し、この

ままではＢ材の行き先が確保できず、現地に山積の状態

となる。この時期は、キクイムシ・カミキリムシ等が穿

孔しＢ材としての価値が失われ出荷できなくなる。そこ

でやむ得ない理由でバイオマス材（Ｃ材）として出荷せざるを得ない材について、Ｂ材と

Ｃ材の販売価格の差額の一部を補填する新規事業の要望を県に提出することで一致した。

また、知事への要望活動も 8月 7日に計画したところですが、結果的に 7月末の豪雨災害

対応等で中止になってしまった。その後、県の申入れ等もあり、集成材工場の受入がほぼ

元通りに回復することが示されたことから、この差額支援予算は幻の事業となった。しか

しながら、合板工場は今月も減産が続いている中、Ｂ材の出荷が回復することが第一の目

標であることから、決して努力は無駄でなかったと今は思う。また、素材生産部会研修会

（1月に東北森林管理局から講師を派遣予定）では、「国有林関係事業電子入札システム

導入について」と題して全会員による勉強会を開催することを確認した。（局へ依頼済） 

３ 最高顧問会議開催!! 

 8月 24日（月）松田賢理事長と阿部昭顧問が山形市内で面談し、コロナ禍の情勢、県と

業界の動向、今後の木産協事業活動の指針等について、広く意見交換を行った。 
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４ 山形県森林管理推進協議会(村山地域）開催!!  

 8月 27日村山総合支庁 402会議室において、令和 2

年度第 1 回山形県森林管理推進協議会村山地域協議

会（議長：石川浩村山総合支庁森林整備課長）が市町

村林務担当者、森林組合、素材生産事業団体の委員約

30名を集め開催された。石川議長は、7月豪雨災害等

で参加いただいた多忙な市町村担当者へ謝意と森林

環境譲与税の前倒し予算増等の変更もあり、コロナ禍

での会議に理解を求めた。初めに県森林ノミクス推進

課（森貴之森林経営管理専門員）から、8月 7日豪雨災害のため中止となった同協議会の資

料の補足説明等を説明した。その後、「森林環境譲与税について」、「森林経営管理制度につ

いて」の説明が事務局からあり、各市町村担当者から、今後の計画と課題等について発表が

あった。最後に、団体からの意見等を求められ、木産協からは、「森林整備部門の森林環境

譲与税の実施率が低いことから、町のコミュニティー等木造施設の前倒しや庁舎の内装木質

化等の計画も含めてご検討いただきたい。」とお願いした。 

５ 木質耐火部材等利用促進事業開始!! 

  8 月 26 日から「都市の木造化に向けた木質耐火部材等の利用促進事業」（林野庁補助事

業：全国木材組合連合会受託、県木連窓口）がスタートしました。これは、都市部での木材

需要拡大に向けた木質耐火部材を用いた建築物の設計・建築等の実証を支援する事業です。 

具体的には、燃えしろ製材を活用した建築物（製材品の厚みにより燃えしろを確保すること

で必要な準耐火性能を満たす建築物）は床面積に 5,000円／㎡を乗じた金額となり、１棟の

上限額は 15,000,000 円になります。また、その他の耐火・準耐火性能を満たす建築物（石

膏ボード等耐火被覆材で覆う構法建築物）は床面積に 3,500 円／㎡を乗じた金額となりま

す。なお、本事業の助成金交付先は工務店等施工者になります。施工者には、都市部での木

材需要の拡大に向けて、地域における先例となる建築物の構造部分等に木質耐火部材等を利

用することを通じて、設計、調達、施工時等における木質耐火部材等の利用に関する課題の

抽出、改善策の提案などを報告することになります。また、建築主が国以外であることなど、

詳細についてはホームページ（全木連）で確認願います。 

 なお、令和 2年度全木連・全木協関連事業では、①ＪＡＳ実証支援事業、②外構部の木質

化対策支援事業、③輸出原木保管等緊急支援事業について、既に募集を停止しております。 
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６ 新型コロナウィルス感染症対策関連住宅支援事業説明会開催!! 

 新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、作業員が住宅内に立ち入るリフォーム工事が敬 

遠されるなど、住宅関連産業においては前年に比べ受注の落ち込みが見られ、各事業所の 

経営状況や今後の県内経済への悪影響が懸念されているところです。このため、標記説明 

会を下記により開催しますので、ご案内いたします。出席申込については、木産協ホーム 

ページ新着情報「県からのお知らせ（建築住宅課）」に掲載しています。9月 7日締め切り 

 説明会では、「県内大工・工務店が行う感染症対策に対する支援事業」と「住宅新築・リ 

フォームに係る補助事業」について、説明する予定です。 

 

７ 日本百名山シリーズ紹介（妙高山と火打山） 

 上越市から南下し謙信道（かつての川中島に向かう道）に

思いを馳せ妙高高原に立つ。ここに鎮座する妙高山（2,454ｍ：

ミョウコウサン）と火打山（2,462ｍ：ヒウチヤマ）は妙高戸

隠連山国立公園にある百名山で、コニーデ型二重式火山の妙

高山と噴煙上がる活火山の焼山の間に火打山があり、どちら

も以前は火山であったことが想像できる。また、高谷池ヒュ

ッテ前テント場からすぐのところに「天狗の庭」と名付けら

れた美しい池沼と高山植物群生地

があり、花の百名山にも数えられている。池沼に写る逆さ火打 

山が山岳誌によく掲載されている。ハクサンコザクラの群落が 

広がり、木道も綺麗に整備されている。大抵の人はこの２座を 

縦走するようだ。１泊２日の手頃な

コース（少々きつめ？）で登り甲斐と

お花畑と山頂からの絶景を満足する

理想的なお薦めコースとなっている。二日目の妙高山黒沢池ヒ

ュッテ付近もミニ尾瀬を思わせる一面がワタスゲに覆われた

高原湿地帯が広がる。下りの渓流沿いは、屋久島以来の「もの

のけの森」のようにコケに覆われた登山道を歩く。下山後は杉

野沢温泉で名湯と食事（安かった）を楽しむ。 
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天狗の庭の「逆さ火打山」 

https://www.yamakei-online.com/cl_record/image_display.php?id=1553800
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８ 県からのお知らせ （日用品木質化シフト事業） 
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９ 農林漁業信用基金からのお知らせ （災害復旧対策） 

  7月末の豪雨災害等で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。 
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10 住宅着工状況 

令和 2年 7 月期の県内新設住宅着工戸数は 456 戸となり、対前月比 100.0％、対前年同月比 99.8％、前年累計比は 84.0％となった。 

全国的には 4 か月連続で前年同月比 11％超の減少となったが、減少幅は縮小した。県内では天童市、東根市・鶴岡市が伸びている。 
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